
 

合理的配慮について 

 

 

障害者の権利に関する条約第２条にある「合理的配慮」の定義中、「均

衡を失した又は過度の負担を課さないもの」の「負担」の解釈について、

外務省に照会したところ、以下の回答があった。 

 

 

 条約第２条において、「「合理的配慮」とは、障害者が他の者と平等にす

べての人権及び基本的自由を享有し、又は行使することを確保するための

必要かつ適当な変更及び調整であって、特定の場合において必要とされる

ものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。」

というところの「負担」は、一義的には、「変更及び調整」を行う主体に

課される負担を指すものと解されます。 

合理的配慮がいかなる範囲かつ内容で実現されるかについては各国の

裁量にゆだねられており、様々な要素を総合的に勘案して、個々の事案に

即して判断されるべきものですが、個々の事案において「均衡を失した又

は過度の負担を課さないもの」であるか否かについては、「変更及び調整」

を行う主体にとっての負担という観点から判断されるものであると考え

ます。 

 

（参考） 

障害者の権利に関する条約（署名時仮訳） 

第 2条 定義 

「合理的配慮」とは、障害者が他の者と平等にすべての人権及び基本的自

由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更及び

調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡

を失した又は過度の負担を課さないものをいう。 

 

“Reasonable accommodation” means necessary and appropriate 

modification and adjustment not imposing a disproportionate or undue 

burden, where needed in a particular case, to ensure to persons with 

disabilities the enjoyment or exercise on an equal basis with others 

of all human rights and fundamental freedoms.  
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